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「地域福祉計画」とは 
「地域福祉計画」は、「ともに生きる地域社会づくり」をめざすための「理念」と「仕

組み」をつくる計画です。粕屋町における地域福祉を推進するため、社会福祉法第 107

条の規定に基づき、地域の様々な福祉課題の解決に向けた取り組みを示します。 

 

「地域福祉活動計画」とは 
「地域福祉活動計画」は、住民やボランティア団体、福祉や介護の事業者等の民間

団体が相互に協力して地域福祉を推進していくことを目的とする民間の活動・行動計

画です。 

地域福祉計画との整合性を図りながら、社会福祉法第 109 条において地域福祉の推

進役として位置づけられた社会福祉協議会が中心となって策定するものです。 

 

計画の期間 
本計画の期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

また、社会状況の変化や関連計画との整合を図るため、必要に応じて見直しを行い

ます。 

「地域福祉」とは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自助」「互助」「共助」「公助」の役割 
 

 

 

  

 

地域でともに暮らす人々が、性別や年齢、障がい

の有無に関わらず、だれもが住み慣れた地域で安

心して自立した生活が送れるよう、住民・福祉関係

団体・社会福祉協議会・町等がお互いに支え合い・

助け合いながら課題解決に取り組む考え方です。 

 

個人や家族による 

最も身近な支え合

い・助け合い 

 

隣近所の友人・知

人等、身近な人間

関係の中での自発

的な支え合い・助け

合い 

 

町内会やＮＰＯ、ボ

ランティア団体等の

地域における組織

的な支え合い・助け

合い 

    

公的な制度として行

政サービスの提供に

よる支え合い・助け

合い 

自助 互助 共助 公助 
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粕屋町を取り巻く現状と課題 
◇統計資料による現状 

人口構成の状況 

総人口は一貫して増加傾向にあり、

令和２年度で 48,246 人となっていま

す。年齢３区分別にみると、15～64 歳

の生産年齢人口、65 歳以上の老年人口

は年々増加している一方で、０～14 歳

の年少人口は平成 29 年度以降、減少し

ています。 

 

 

合計特殊出生率の状況 

合計特殊出生率の推移をみると、平

成 26年以降、国・県を上回る数値で推

移しており、令和元年で 1.77 となって

います。 

 

 

 

 

要介護（支援）認定者数の状況 

 

要介護（支援）認定者数の推移をみる

と、平成 27 年度から令和２年度にかけ

て、1,106 人から 1,369 人へと 263 人

増加しており、なかでも要介護１、要

介護２の認定者が増加しています。 

 

 

 

  

資料：総合窓口課（各年度３月 31 日現在） 

資料：人口動態統計（全国・県）（各年 10 月１日現在） 

粕屋町（各年 10 月１日現在） 
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資料：介護福祉課（各年度３月 31 日現在） 
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基本理念 
「みんなで支え合い、一人ひとりが大切にされる地域福祉 

    だれもが安心・安全に暮らせる地域社会をめざして」 
今後も住民同士がお互いに尊重し合いながら、ともに支え合い、助け合う関係を構築し、一人

ひとりが安心して、笑顔で暮らせるまちの実現をめざします。 

  

基本目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉サービスを利用しやすい仕組みづくり 
基本目標 

だれもが必要なときに適切な福祉サービスを利用でき

る地域をめざします。そのために、福祉サービスに関す

る情報提供、相談支援体制を充実させ、サービスを利用

しやすい仕組みづくりをすすめます。 

安心で安全な暮らしを支える基盤づくり 

だれもが安心して安全に暮らせる地域をめざします。

そのために、福祉サービスや生活環境の充実を図るとと

もに、防災や権利擁護の観点から、住民一人ひとりが住

み慣れた地域で安心して暮らしていける基盤づくりをす

すめます。 

みんなが気軽に参加できる環境づくり 

だれもが地域福祉活動に参加できる地域をめざしま

す。そのために、福祉に関する学びの機会を提供し、地

域福祉活動への参加と協力を促すとともに、住民同士の

交流の場を充実させ、社会とつながるための環境づくり

をすすめます。 

１    

基本目標 ２ 

基本目標 ３ 
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取り組みの体系 
 

基本 
目標 取り組みの柱 取り組み 

１ 

福
祉
サ
�
ビ
ス
を 

 

利
用
し
や
す
い 

 

仕
組
み
づ
く
り 

１ 情報提供の充実 
（１）福祉サービス情報をわかりやすく伝える 

（２）情報の交換や共有をすすめる 

２ 相談支援の充実 
（１）相談機能を強化する 

（２）身近で気軽な相談支援をすすめる 

     

２ 

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を 

支
え
る
基
盤
づ
く
り 

１ 福祉・生活環境の充実 
（１）福祉サービスの量や質の充実を図る 

（２）生活環境を整備する 

２ いのちを守る支援の充実 

（１）権利を守るための支援をすすめる 

（２）虐待防止のための支援を強化する 

（３）災害時の避難に備える 

     

３ 

み
ん
な
が
気
軽
に 

参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り 

１ 身近な地域での支え合い
の充実 

（１）福祉について学ぶ機会の充実を図る 

（２）隣近所や地域でのつながりづくりを促進する 

２ 地域での参加機会の充実 
（１）地域を支える担い手を育成する 

（２）ボランティア活動の活性化を図る 
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町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

取り組みと役割分担 
 

福祉サービスを利用しやすい仕組みづくり 

情報提供の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相談支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

●「広報かすや」やホームページ、ＳＮＳ等

で、福祉に関する情報の充実と、わかりや

すい情報発信に努めます。 

●行政区（自治会）や民生委員・児童委員等

と、支援が必要な人たちの情報や地域課題

について、情報共有を図ります。 など 

●社協の役割や活動内容について周知しま

す。 

●福祉サービス事業所、民生委員・児童委員

や福祉委員、ボランティア団体等と情報交

換をしながら、地域での福祉課題等につい

て情報を共有します。 など 

●広報紙や回覧板、ホームページやＳＮＳ等を活用し、福祉サービスに関する知識を積極的に

身につけます。 

●福祉サービスに関する講演会や研修会等への参加を心がけます。 

●周囲に支援を必要とする人がいた場合、民生委員・児童委員や町等と情報を共有します。など 

 
１１１１    

 
２２２２    

●各種相談窓口や関係機関等とのネットワ

ークを活用して情報共有を図り、適切な支

援につなげます。 

●かすやこども館や地域活動支援センター

等の地域における身近な相談支援の場の

周知を図ります。 など 

●総合相談の窓口の利用促進に向け、窓口の

周知をすすめます。 

●関係機関や町との情報共有や連携を行い、

総合相談窓口の機能充実を図ります。 

●相談方法を工夫し、だれもが気軽に行ける

雰囲気と相談しやすい体制を整えます。 

など 

●広報やホームページ等を利用して、各種相談窓口に関する知識を身につけます。 

●家族や親戚、隣近所とのつきあいを大切にします。 

●困っているときには悩みをひとりで抱えこまず、積極的に関係機関の相談窓口を利用する

よう心がけます。 など 
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町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

 

安心で安全な暮らしを支える基盤づくり 

福祉・生活環境の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いのちを守る支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

●住民ニーズに的確に対応するため、近隣市

町との連携を深めながら、福祉サービスの

充実に努めます。 

●ふれあいバス（町内巡回バス）等の公共交

通の運用にあたっては、利用者の利便性を

高めるため、住民の声を反映し、改善を図

るとともに、新たな地域公共交通への転換

についても検討します。 など 

●地域住民が住み慣れた地域で安心して生

活を継続できるように、信頼のできる質の

高い居宅介護支援事業及び発達障がい児

や医療的ケア児に対応した放課後等デイ

サービス等の運営をすすめます。 

●外出や移動を支援する取り組みをすすめ

ます。 

●ふれあいバスを安全に運行します。 など 

●福祉サービスを利用する際、分からないことは問い合わせ、理解した上で利用します。 

●外出や移動が困難な場合は、積極的にふれあいバスやシャトルバスを活用します。 など 

 

１１１１    

 

２２２２    

●成年後見制度や日常生活自立支援事業につ

いて、わかりやすく周知・啓発するととも

に、必要な人への適切な対応を行います。 

●地域からの虐待に関する通報に対し、迅速

に対応できる体制づくりとともに、関係機

関との連携強化に努めます。 

●避難場所や避難経路等について周知しま

す。 など 

●障がいや生活困窮等、多様な課題を抱える人

たちを支援するにあたり、当事者の人権が守

られるよう、きめ細かな配慮を行います。 

●高齢者や障がいのある人、子どもに対する

虐待問題について、広報誌等を活用した情

報提供の充実を図ります。 

●「社協だより」等で防災・減災の啓発を定

期的に行います。 など 

●成年後見制度について理解し、必要に応じて活用します。 

●身近な人権問題について積極的に学び、理解を深めます。 

●子どもや高齢者、障がいのある人に対する虐待問題についての理解を深めます。 

●日頃から防災情報に注意を払い、防災用品、避難経路、避難場所等を確認しておきます。 

●防災や減災のための学習会や防災訓練に参加し、防災意識を高めます。 など 
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町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

町が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 

住民や地域に期待する役割 

 

みんなが気軽に参加できる環境づくり 

身近な地域での支え合いの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域での参加機会の充実 
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●人権や福祉をテーマとした講演会や講座

等を開催します。 

●ゆうゆうサロン等、地域での交流の場づく

りの活動を支援します。 など 

●発達障がいに関する子育て不安の解消等

をテーマとした学習会等を開催します。 

●高齢者もしくは障がいのある人同士がと

もに語り合い、交流を深めることができる

機会をつくり、充実を図ります。 など 

●人権や福祉についての学習会や講演会等に参加し、理解を深めます。 

●学習会や講演会で得た知識を活用し、地域での支え合い活動に参加します。 

●自分や家族が興味・関心のある交流の機会について、その情報の収集に努め、参加するよう

心がけます。 など 

 
１１１１    

 
２２２２    

●地域活動の参加に向けた学習会や研修等

の充実を図ります。 

●まちづくり活動支援室の利便性向上のた

め、さらなる機能充実を図ります。 

●ボランティア活動の担い手育成のための

支援を行います。 など 

●広報誌等で隣近所の大切さを啓発します。 

●ボランティア活動に関する周知・啓発・活

動支援を行います。 

●町内で活動するボランティア団体との連

携・交流・情報交換をすすめ、より充実し

た活動が行えるよう支援します。 など 

●行政区（自治会）やシニアクラブ、婦人会、子ども会等の活動に関心を持ち、参加するよう

心がけます。 

●地域の行事に積極的に参加するよう心がけます。 

●ボランティア活動やボランティア養成講座に積極的に参加します。 など 

第２次粕屋町地域福祉計画・粕屋町地域福祉活動計画（概要版）  令和４年３月 
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